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資本主義体制の弱点

①資本への統制ができない資本主義(前述)

②貧困の放置がコロナの温床に

シンガポール、アメリカ・・・

対照的なのは、インドのケララ州(長期の共産党政権)

アメリカや日本などでの自粛要請への反発も

無自覚な形ではあるが労働者の階級利益表出の運動

逆に言うと、富裕層はウィルスから簡単に自己防護できる



重要なのは、
企業=資本が統制されているかどうか

• 日本の場合、一部に「テレワーク」が広がっているとは言え、

50-60%の国民は満員電車での通勤を継続させられた。

これで「8割削減」ってどういうこと??

・他方で国民は、週末退社後は家にこもれ、外食はするな、映画も見るな、連休
は帰省するな・・・

・つまり、労働者が資本に売り払っている時間は自由にさせておいて、残ったわ
ずかな各人の時間を奪った。

重要なのは、
企業=資本が統制されているかどうか

「体制問題」とは、
企業=資本が統制されているかどうかを問うこと



通勤途中で感染
したら補償はど
うなるか?



「よくわかる
労災保険」で
の解説



中国は資本をもちゃんとコントロール
ここが「社会主義」か否かの違い!!

• 天津開発区の自動車関連企業

生産再開後も、送迎バス、事務所、工場の消毒、外地からの

帰国者の隔離対策、勤務時の農耕接触の回避、各自の1.5m

の距離確保、エレベーターの使用禁止、マスク着用、手洗い

励行、毎日3度の発熱検査などの義務を負う。

・南京の企業でも、企業は自前で非接触型体温計の準備と毎日

何度かの発熱検査を義務付けられていた。



WHO, 5/15付
けreportより





アメリカ時代が終わり、中国の時代へ

「米国は1941年から反ファシズム戦争を戦って世界をリードし
てきた。だが、世界大戦レベルとも言える今回の対ウィルス戦争
では、米国は自らの身を守ることも難しくなっており、他国を助
けられなくなっている。新型コロナは初めて米国が全面的に介入
することができなかった世界的問題と言える。一方、感染対策で
段階的な勝利を収めた中国は百ケ国以上に人工呼吸器やマスクを
送っている。米政府が感染対策で中国の支援を求めるなら、中国
は喜んでそうする。一つの時代はすでに終わり、新しい時代が始
まっているのだ」(王文人民大教授,『環球時報』3/31)



しかし、中韓(台)と日本の大きな違い



「専門家会議」も「韓国に類似の方法」を推奨







批判的な本でも「国民は歓迎している」と報道



「隔離」についても、入国管理がなってない日本

3/28韓国⇒成田

そこでの検査なし

「公共交通機関以外で帰宅を」

2週間「隔離」も言っただけ

フリーライター成川彩さんの

レポート



10日後くらいに成田⇒仁川、そして・・

・機内で「モバイル自宅診断アプリ設置案内」配布⇒到着後ダウ
ンロード

・自宅の住所も書き込む欄があり、毎日2回アプリに状況を回答

ソウル市に住む者はその場でPCR検査、そうでない者は症状が
あった場合、後に指定の場所で無料で検査を受けられる。

・空港から自宅までは入国者専用のバスやタクシーが用意

・自宅隔離も厳格で違反者には罰金が科せられるとともに、守れ
ばマスク、消毒液、食料品といった生活物資とともに生活支援金
や有給休暇費用支援のお金も支給。

・14日間の自己隔離の解除には13日目のPCR検査。ここで陰性
を確認して隔離解除



要するに、中韓両国と日本との違いは
民主主義 vs 独裁の違いではないという事!!

• 日本でPCR検査をちゃんとやれないのは民主主義だから?

• 成田に帰国した人にできもしない要求をしたのは民主主義だったか
ら?

• いろいろ対策が遅れるのは民主主義だから?

• 企業をコントロールできないのは民主主義だから???

NO!!!!
無能な官僚国家だから!!

+資本主義だから!!



中国にあった「初動の問題」の本質は
対応が何故遅れたか+「処分」の問題
12/12 原因不明のウィルス性肺炎発症確認

その後感染者急拡大で12/29には59人に

12/30 武漢市衛生健康委員会「緊急通知」。ネット上に流出。

12/31 防疫係官が海鮮市場を消毒(生物経由説前提の対策)

1/1 「デマ拡散」で医師など8名を処分

1/3 李医師らに書き込み撤回指示

1/9 中央テレビが報道(ただしここでも生物経由説)

1/10   李医師呼吸困難。感染拡がる。

1/15 WHOが中国政府からの報告を受けて、事態を公表



武漢の遅れは上海と比べて明確!!







上申したくなかった武漢市・湖北省当局と
その制約がなかった上海市当局

• 「不祥事」を隠したい当事者と非当事者

• 出世競争下の官僚の行動様式の問題

世界のどこでも存在する一般的な「官僚主義」の問題

もう少し言えば、日本の「企業主義社会」にも存在する。

・この解決のために中国に導入されている「中央直結組織」

歴史的には雍正帝や則天武后などの「賢君」も同様。

それがあるだけ「まだまし」な中国官僚制



「処分の問題」をどう考えるか

•西側の通常の理解は「言論弾圧」

しかし、Fake Newsの削除は全世界でなされている。

中国の場合は、Fake Newsを削除するだけでなく、その

投稿者を簡単に割り出せ、よって「処分」できること。

(但し、ドイツや台湾でも検挙している)

・問題は、ここではFakeでないものがFakeと誤認された事

この問題をどう考えるか、という問題として考えるべき。

ただし、これは「政治弾圧」でなく「官僚主義の問題」



コロナ問題におけるアメリカ優先、軍事優
先の日本 と 中韓との対比

• 感染者続出の横須賀米軍基地へのNo Control問題

• ほとんど何の役にも立たなかった自衛隊と

10日間で何棟もの病院を建設した人民解放軍との違い

• 韓国が今回のコロナ対策費の捻出のために

ステルス戦闘機とイージス艦の購入をやめたという話



左翼的な価値観

経済 < 人権 > 生命



現在の世界的合意

経済 < 生命 > 人権



あるべき考え方

経済 = 生命 = 人権



「集団免疫論」
をどう考えるか

日本でも田中宇氏らが主張している。

ワクチンや治療薬の完成目途がない下では、合理的。

しかし、各種の政治的な合意となるのは困難。

スウェーデンは特殊。比較的平等で医療体制の整った社会。

また、今回のコロナは特に当初は何もわからなかった。その状況下で中

国が「過剰」な対策をとったのは正当なものだった。

そのおかげで後発諸国も各種の対応がやりやすくなった。


